
98 人事マネジメント　2021.6
www.busi-pub.com

外部プロ人材
活用成功事例

新しい
人材活用
プロシェアリング （株）サーキュレーション

代表取締役　久保田雅俊

No.13　ファシリテーションをOJT展開し，次世代リーダーを育成

　プロシェアリングとは，高い職能
を持って複数企業で同時に活躍す
るプロフェッショナルを，経営課
題に合わせて「雇用」ではなく「活
用」するという，新しい人材活用
の手法です。2014年の設立以来，
サーキュレーションには約15,000
名のプロが登録し，約7,800件の
プロジェクトで実績を上げてきま
した。プロジェクトは経営要素の
強い案件が多く，新規事業の企画
推進や，人事・広報等のミドルオ
フィス支援，さらにはIPO関連か
ら中期経営計画の策定，CFOの
シェアなども実行しています。

ボトムアップ体制を固め
次世代リーダーを育成したい

　今回は，そのなかからエプソン
販売株式会社（以下，エプソン販
売）が，次世代リーダー育成のた
めのファシリテーションプログラ
ムを導入した際のプロシェアリン
グ活用事例をご紹介します。
　エプソン販売は，エプソングル
ープの子会社として1983年に設
立され，2020年 4月 1日現在で
従業員は1,777名，売上高は1,894
億円の大企業です。国内における
エプソンブランド商品を中心とし
た情報関連機器販売事業を行い，

チャレンジスピリッツや働き方改
革への取り組みなど，働く環境の
改善力も強みとしています。今回
は，ボトムアップでの文化醸成強
化をご支援したプロ人材との事例
をご紹介します。

課題 横断プロジェクトを担う
人材とノウハウが不足

　エプソン販売は，2019年まで
に，社員 1人当たりの労働時間を
年間1,900時間にするという目標
を掲げ，全社で業務改善に積極的
に取り組み，一定の成果を得てい
ましたが，さらに，「これからの
日本を代表する働き方を推進する
会社にしたい」という強い思いを
持っていました。経営層から方針
を提示するのではなく，社員から
のボトムアップで施策を立案し，
長く働きたいと感じる会社を自ら
の手で作れるようにと，「miraiE」
プロジェクトを立ち上げることに
なりました。
　しかし，本来の業務ではなく，
かつ部署横断型のプロジェクトの
前例がなく，社内には経験やスキ
ルを持った人材やノウハウが不足
していました。

解決策 ファシリテーションの
プロがOJTで育成支援

　そこで，弊社からは，プロジェ

クトと会議の場を円滑に進行で
き，成果を出せるプロ人材を提案
しました。まず，「ファシリテー
ションのプロにプロジェクト推進
の実務支援をしてもらいながら，
その過程でメンバーの育成を行っ
てもらう」というプロジェクトを
ご提案し，それを実現できるプロ
人材である園部浩司氏をご推薦し
たのです。
　園部氏は，新卒から10年間NEC
マネジメントパートナーの経理を
務め，数値のスペシャリストとし
て事業計画部門で損益管理や人材
開発，組織風土改革など様々なプ
ロジェクトマネジメントを経験さ
れたのち，300名の事業部の組織
変革プロジェクトリーダーとして
の成果をベースに独立されている
人材育成・組織変革・風土改革の
プロです。
● 人材育成戦略を確認し
フィジビリティを実践

　園部氏とは，メンバー募集の基
準や人数につき，経営層や人事責
任者の方々との議論から始めまし
た。次に，フィジビリティで社員20
名に対し会議のファシリテーション
の方法やPDCAの回し方を伝授。
部署横断プロジェクトを進めるイ
メージを持ってもらいました。

-JR-



992021.6　人事マネジメント
www.busi-pub.com

● ファシリテーション向上の育成
計画につき時間をかけて準備
　次に，定例会議やプロジェクト
の設計を具体化させました。会議
は週 1回 2時間と決め，「文化醸
成プロジェクト」を発足させ，そ
のコアメンバーに 5名をアサイン
しました。さらに，今後プロジェ
クト内で実施したい施策を 3つ決
定しました。ここまでで 2ヵ月半
ほどかけ，丁寧な設計と準備を進
めました。
● 答えなきプロジェクトで
ファシリテーションを実践
　プロジェクトが始まると，園部
氏自らがファシリテーションを実
践。初めての部署横断型のプロジ
ェクトでも社員の主体性を引き出
し，多様なメンバーが会議を通し
て，答えなきプロジェクトを推進
する過程をサポートしました。
● OJTによる指導で
ノウハウの組織定着を狙う
　園部氏は と無駄のない会議進
行を行うだけでなく，メンバーの提
案力・企画力・ファシリテーション
スキルの面でも指導しました。ま
た，課題発見や問題解決策の立案
方法もアドバイスすることで，メン
バー育成に必要な能力を育て，園
部氏が支援を終えた後も効果が続
くようにOJTを進めていきました。

成果 社内にスキルが定着し
横展開で組織が活性化

　ファシリテーションのプロ人材

によるサポートを得て，同社は以
下のような成果を実現しました。
① 新たな取り組みを実施する際の
企画力，周囲の巻き込み方をプ
ロ人材の指導を受けたメンバー
が習得。彼ら自身が次のメンバ
ーを育成し社内に横展開

② 支援から 2年以上経過後も，当
時のメンバーを中心に改善や文
化醸成を目的にした活動が継続
され，文化醸成につながってい
ると役員も注目

③ メンバーが役員向けに組織文化
醸成の重要性を提案し役員も動
き始めるなど，目指していたボ
トムアップによる提案が実現

プロシェアリング×次世代リー
ダー育成での支援ポイント

　ボトムアップの文化を醸成する
ために，自社内で人事組織を中心
に研修や部署横断型のプロジェク

トを進められる人材を社内から選
定する選択肢がある一方で，組織
変革プロジェクト推進のプロ人材
を活用し，プロジェクト推進を通
して社内のコミュニケーションを
円滑にし，役員への企画力・提案
力・社内外で通用する会議のファ
シリテーション力をOJTで強化し
ていくことも非常に効果的だと感
じられる事例です。また，社内メ
ンバーの人脈以外でプロ人材を探
す手段として，業務委託での支援
を通じてアドバイザーになっても
らう方法があります。大規模な組
織変革プロジェクトの経験豊富な
人材というのは実際に採用すると
なると，スキル定義も難しく，非
常に希少価値が高い傾向にありま
す。そのような人材の要望があっ
た場合は，プロシェアリングの活
用を検討・提案してみてはいかが
でしょうか。
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